
14

　2月12日（月）は、建国記念の日の振替休日でお休
みでした。私は、新幹線に乗って大好きな日本の都市
に行きました。そう、「東京」です。私の家族や友人
たちも、今までに行ったことのある世界中の都市の中で、
東京はとても良いところだと話しています。そして、
東京について驚くべきことは、とても国際的、近代的
な都市であると同時に、旧来の伝統が息づく街でもあ
るということです。私が、渋谷でショッピングをして
いたとき、和服を着た粋なカップルを見掛けました。
また、サンフランシスコやパリといった都市とは違って、
東京には、雑踏から逃れることのできる穏やかな場所
があると私の友人は言います。 
　穏やかな場所の１つの例が、六本木にありました。
フィリピン大使館が六本木にあり、私はそこに行きま
した。その日、私は、家族の友人で大使館の財務官で
ある女性と一緒にランチに行きました。私は、彼女と
一緒に国際文化会館に向かいました。「かつて、この
施設は、もっぱら大使館に働く人々のためにあった」
と彼女は話してくれました。けれども、今では誰でも
食事をし、また、泊まることができます。そのレスト
ランは、各国の大使館が立ち並ぶ六本木のど真ん中に
あります。多くの人々が往来し、いつも賑やかな「六
本木通り」からは離れています。彩りよく手入れされ
た素敵な庭があって、レストラン自体がオアシスです。
私たちは、とても和やかな、そして素晴らしいランチ
を楽しみました。 
　ランチを楽しみながら、私たちは今季の暖冬のこと
など、多くのことについて話をしました。また、その

庭の梅や桜の花がほころんでいるのを見つけました。
私たちは、日本に住み、自国と異なったことを多く経
験することが、どれぐらい素晴らしいことかを話しま
した。さらに、素晴らしいことは、私たちがこの経験
を家族や私たちの仲間のフィリピン人と分かち合うこ
とができるということです。私は、小野町の社会教育
指導員であるけれども、日本の文化と生活について、
将来、他のフィリピン人とその経験を分かち合うこと
が出来るよう学んでいると話しました。 
　いままでの旅行と同様に、今回の東京旅行は、とて
も楽しかったです。この旅行が良かったのは、賑やか
な東京にあっても落ち着いた雰囲気の中で仲間と話をし、
そして、文化と経験の共有について学ぶことが出来た
からです。 
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六本木の国際文化会館でフィリピン大使館の職員と 

  




